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電流・磁界
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問1 ある電熱線Qに4.0Vの電圧を加えたところ、1.0Aの電流が流れた。この状態のまま電熱線Qを5分間使用したときに消費される
電力量は何Jか、次の中から選びなさい。 （2024年　香川公立入試　類似）

1.  20J 2.  240J 3.  1200J 4.  7200J

問2 電流計を回路に接続する際、まず最も大きな電流を測定できるマイナス端子から接続しなければならない理由として、最も適
切な説明はどれですか。 （2020年　千葉公立入試　類似）

1.  大きな電流を測定できる端子ほ
ど、目盛りの最小単位が細かく正
確に読み取れるから。

2.  小さな電流用の端子に大きな電
流が流れると、針が振り切れて電
流計が故障する恐れがあるから。

3.  最大電流の端子に接続すること
で、回路全体の電圧を一定に保つ
効果があるから。

4.  電流計の内部抵抗を最大にする
ことで、電熱線から発生する熱量
を抑える必要があるから。

問3 電磁誘導の現象を応用して、電気エネルギーを取り出したり、別のエネルギーに変換したりする製品の組み合わせとして、す
べて正しいものはどれですか。 （2018年　山梨公立入試　類似）

1.  発電機、電磁調理器（IH調理
器）、マイクロホン

2.  モーター、スピーカー、電磁調
理器（IH調理器）

3.  発電機、モーター、電子レンジ 4.  マイクロホン、スピーカー、乾
電池

問4 ある電熱線に加わる電圧と流れる電流を測定する実験を行いました。電圧計を電熱線に並列につなぎ3V端子を使用したとこ
ろ、指針は1.9Vを示しました。また、電流計を回路に直列につなぎ500mA端子を使用したところ、指針は97mAを示しまし
た。オームの法則を用いて、この電熱線の電気抵抗の値を小数第2位を四捨五入して求めるとどのようになりますか。 （2024年　茨

城公立入試　類似）

1.  19.6 Ω 2.  0.02 Ω 3.  184.3 Ω 4.  5.1 Ω

問5 U字型磁石のN極を左側、S極を右側にして置き、その間に水平な長方形のコイルを設置しました。このコイルの左側の辺に、
手前から奥に向かって電流を流したとき、コイルが受ける力の向きと回転の向きの組み合わせとして正しいものはどれです
か。 （2023年　岩手公立入試　類似）

1.  コイルの左側には上向きの力が
働き、コイル全体は時計回りに回
転する

2.  コイルの左側には下向きの力が
働き、コイル全体は反時計回りに
回転する

3.  コイルの左側には右向きの力が
働き、コイル全体は回転しない

4.  コイルの左側には上向きの力が
働き、コイル全体は反時計回りに
回転する

問6 コイルと検流計を用いた電磁誘導の実験において、磁石の移動方向や磁極の条件を変化させたときの検流計の針の振れ方につ
いて、正しい説明はどれですか。 （2025年　栃木公立入試　類似）

1.  磁石を動かす速さを速くする
と、針の振れる向きが逆になる。

2.  磁極を逆にし、さらに移動方向
も逆にすると、針の振れる向きは
変わらない。

3.  磁石をコイルの中で静止させて
おくと、針は一定の値を指し続け
る。

4.  コイルの巻き数を増やすと、磁
石を動かす向きに関わらず針は常
に右に振れる。

問7 ある電熱線に電流を流して発生する熱量を測定する際、電流を流す時間を3倍にし、かつ電熱線に流れる電流の大きさも3倍に
した場合、発生する熱量は元の状態と比べて何倍になりますか。ただし、電熱線から発生する熱量は、電流の大きさと時間の
それぞれに比例するものとします。 （2016年　鳥取公立入試　類似）

1.  9倍 2.  6倍 3.  3倍 4.  1倍（変わらない）

問8 傾いた板の上にコイルを固定し、台車に乗せた磁石を斜面に沿って滑らせて、コイルの中を通過させた。このとき、コイルに
流れる電流の変化を検流計で測定した結果について、正しい説明はどれか。 （2021年　富山公立入試　類似）

1.  磁石が近づくときと遠ざかると
きで、コイルを貫く磁界の変化が
逆になるため、電流の向きが反転
する。

2.  磁石がコイルの中心にあるとき
に最も強い磁界を受けるため、電
流は一方向のみに流れ続け、反転
しない。

3.  磁石が近づくときは電流が流れ
るが、磁石が遠ざかるときは磁力
が弱まるため電流は流れない。

4.  磁石の通過速度に関わらず、磁
石がコイルに入った瞬間から出る
瞬間まで、一定の強さの電流が流
れる。

問9 真空放電が起こる管内に高電圧をかけたとき、マイナス極から放出される粒子の流れを何といいますか。 （2023年　山口公立入試　類似）

1.  陽極線 2.  陰極線 3.  赤外線 4.  アルファ線



いちごドリルプリント

答え合わせ・解説

問1 答え 3
1200J

電力量（J）は、電力（W）と使用した時間（秒）の積で算出される。まず、電力は「電圧(V)×電
流(A)」で求められるため、4.0V × 1.0A ＝ 4.0Wとなる。次に、時間は秒単位に換算する必要が
あるため、5分間は 5 × 60 ＝ 300秒となる。したがって、4.0W × 300秒 ＝ 1200Jとなる。時間
を「分」のまま計算しないことが重要である。

問2 答え 2
小さな電流用の端子に大きな電流が流れ
ると、針が振り切れて電流計が故障する
恐れがあるから。

電流計には測定できる上限が決まっており、それを超える過電流が流れると故障の原因となる。大
きな電流用の端子から順に試すことで、測定可能な範囲を安全に確認することができる。針の振れ
が小さく、値が読み取りにくい場合に限って、より感度の高い（小さな電流用の）マイナス端子へ
つなぎ替えるという手順が、安全性を確保するための基本原則となっている。

問3 答え 1
発電機、電磁調理器（IH調理器）、マイ
クロホン

電磁誘導は磁界を変化させることで電流を生じさせる現象です。発電機は回転による磁界変化から
電気を取り出し、マイクロホンは音の振動による磁界変化を電気信号に変えています。また、電磁
調理器は磁界の変化によって鍋の底に誘導電流を流し、その抵抗によって熱を発生させています。
一方で、モーターやスピーカーは電流が磁界から受ける力を利用した装置であり、原理が異なりま
す。

問4 答え 1
19.6 Ω

オームの法則では、電気抵抗（Ω）＝電圧（V）÷電流（A）という関係が成り立ちます。問題文よ
り電圧は1.9V、電流は97mAですが、計算の際にはmAをAに換算する必要があるため、0.097Aと
して計算します。1.9 ÷ 0.097 ＝ 19.587... となり、小数第2位を四捨五入すると19.6Ωとなりま
す。電流計の単位換算を忘れると誤った数値になるため注意が必要です。

問5 答え 1
コイルの左側には上向きの力が働き、コ
イル全体は時計回りに回転する

フレミングの左手の法則を適用します。磁界の向きが左（N）から右（S）、電流の向きが手前から
奥であるとき、コイルの左側の辺には上向きの力が働きます。対面する右側の辺には下向きの力が
働くため、中心軸に対してコイル全体は時計回りに回転することになります。

問6 答え 2
磁極を逆にし、さらに移動方向も逆にす
ると、針の振れる向きは変わらない。

誘導電流の向きは、「磁極」か「移動方向」のどちらか一方が変わると逆になります。しかし、両
方の条件を同時に変えた場合は、逆の逆となり、結果として電流の向きは変化しません。例えば、
「N極を近づける」ときと「S極を遠ざける」ときに流れる電流の向きは同じになります。

問7 答え 1
9倍

電熱線から発生する熱量は、電流の大きさと流した時間のそれぞれに正比例します。時間が3倍に
なると熱量は3倍になり、さらに電流が3倍になることで熱量はさらに3倍されるため、全体として
は 3 × 3 ＝ 9倍 の熱量が発生することになります。

問8 答え 1
磁石が近づくときと遠ざかるときで、コ
イルを貫く磁界の変化が逆になるため、
電流の向きが反転する。

磁石がコイルに近づく際、コイル内部の磁界が強まり、それを妨げる向きに誘導電流が流れる。磁
石がコイルを通り過ぎて遠ざかる際には、逆に磁界が弱まるため、その変化を妨げようとして近づ
くときとは逆向きの電流が流れる。この一連の動作により、電流の向きが入れ替わる波形が観測さ
れる。

問9 答え 2
陰極線

真空放電において、マイナス極（陰極）からプラス極に向かって放出される電子の流れを陰極線
（または電子線）と呼びます。この粒子は非常に小さな質量を持ち、マイナスの電気を帯びている
ことが特徴です。


